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防災メモ あらかじめ記入し、家族みんなが
わかるところに置いておきましょう。わ が の家

緊急通報は落ち着いて！

119番火事・救急

①火事か、救急かを伝える
②自分の名前と住所を伝える。住所がわからなければ、目印
となる建物を伝える

③何が燃えているのか、傷病者はどんな状態なのかを伝える
④安全な場所で救急車・消防車を待つ
⑤AEDがある場合、使える状態か判断する
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■ 親戚・知人の連絡先

名　前

■ 緊急連絡先

お問い合わせ先：知立市役所安心安全課　電話 0566-95-0160

電話番号連絡先
電力会社
かかりつけの病院

電話番号
0566-83-1111
0566-81-0119
0566-76-0110

連絡先
知立市役所
知立消防署
安城警察署
ガス会社

■ 家族のデータ
常備薬持病連絡先 生年月日 血液型 アレルギー
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(資料：中央防災会議)
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昭和南海地震1946年
昭和東南海地震1944年

正平（康安）南海地震1361年
正平（康安）東海地震1361年

康和南海地震1099年
永長東海地震1096年

仁和地震887年

白鳳（天武）地震684年

安政南海地震1854年

宝永地震1707年
慶長地震1605年(1662年)

(1968年)

明応地震1498年

安政東海地震1854年

前回から203年後に発生

(資料：地震調査研究推進本部)
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　過去 1400 年間を見ると、約 100 ～ 200 年の間隔で大地震が発生しており、近年発生した昭
和東南海地震（1944 年）、昭和南海地震（1946 年）より 80 年近くが経過していることからも、
ひずみの蓄積による大地震の発生が懸念されています。また、駿河湾沖を震
源域とする東海地震は、1854 年の安政東海地震から 160 年以上起きてい
ません。
　南海トラフ巨大地震は今後30年以内で70〜80% も
の可能性で発生するといわれている地震です。東日本
大震災を経験した今、いつ起きてもおかしくない巨大地
震に備えることは決して無駄なことではないのです。

　各ケースの最大値を重ね合わせた震度分布を見ると、
神奈川県の西部から宮崎県にかけての広い範囲で震度 6
弱以上となっており、都道府県別では震度 6 強以上が 21
府県、震度 7 が 10 県想定されています。

　過去にこの地域で発生した大地震をみると、慶長地震（1605 年）の 102 年後に宝永地震（1707 年）が
発生しています。それから 147 年後の 1854 年に安政東海地震、安政南海地震が発生しています。それ以降、
駿河トラフ周辺では大地震が発生しないまま 160 年以上が経過しており、いつ地震が起きてもおかしくない
と考えられています。

南海トラフで起きる地震とは南海トラフで起きる地震とは

　地震の揺れは？

　南海トラフから駿河トラフで過去に起きた地震

〜過去の地震は約100〜200年の間隔で発生している〜
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「自助」と「共助」で防災力アップ！
　災害時は「自助」と「共助」「公助」の３つが連携することが大切です。

　自分や家族の身を守り、地域で支え合うことで災害の被害を最小限に抑えましょう。

自分たちのいのちは、自分たちで守る

（資料：気象庁ホームページより）

　大規模災害時では、すぐに消防や警察などの救援が得られないとき頼りになるのは、住民自身が自発的につくる防
災のための組織（自主防災会）です。「自分たちのまちは自分たちで守る」心構えで、地域の自主防災会の活動に積
極的に参加し、助け合えるコミュニティづくりをしましょう。

■自主防災会とは
　災害発生時に消防などの防災機関が現場に到着して活動を開始するまでの間に初動活動をして被害を最小限に抑え
たり、防災機関の活動をサポートして被害の拡大を防いだり、避難所運営などの役割を果たす組織です。市内には各
町で構成される自主防災会が28あります。

■自主防災会連絡協議会とは
　市内すべての自主防災会が集まり、自主防災組織間の連携を高め相互の連絡調整を図ることにより、地域の防災・
減災体制の強化や地域全体での防災意識の向上に寄与することを目的に平成25年（2013年）7月に設立されました。

助け合えるコミュニティづくりを！

個人・家族

自 助
・水や食料の備蓄
・家具等の転倒防止対策
・非常用トイレの備蓄
・自分の必要なもの

自分の身は、自分で守る自分の身は、自分で守る
地域

共 助
町内会、自主防災会
などで地域の課題を

共有、対策

行政機関

公 助
情報発信、応急措置、

復旧などの
後方支援

自助・共助では自助・共助では
できないことを補うできないことを補う

自分たちのまちは、自分たちのまちは、
自分たちで守る自分たちで守る
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